
・電子指示書の作成

・集計の閲覧

投薬業務：電子指示書システム（R6開発部分）について
• 投薬に関連する記録は、疾病管理、食品安全や薬剤耐性対策等の観点から重要。
• 一方で、獣医師の診療簿からはじまり、指示書、使用記録、出荷時の記録など、ほぼ同じ内容を何度も記載してい
る現状。

• 投薬指示書に基づく投薬が、全体の半分以上を占めていることから、指示書の電子化により使用記録の効率化を図
る。

動物用医薬品
販売店
（約1,800店）

産業動物獣医師
（約４千人）

生産者
（約７万人）

都道府県本庁・家保
（約2,500人）

電子指示書システム
（個票蓄積、自動集計・分析）

指示書に基づき、
要指示医薬品を発注、納品

診察依頼

家畜の様子が
おかしいぞ

• 自社に紐づけられた
電子指示書の閲覧、
確認

• 自農場に発行された
電子指示書の閲覧、
確認

• 集計の閲覧

• 管轄地域内で発行された
電子指示書の閲覧、確認

• 集計の閲覧

• 紙指示書を電子指示書
システムへ入力

※家保を想定
（AI-OCRの活用、R7以降開発）

紙指示書写しの
提出

• 指示書に基づく

投薬情報を
使用記録
（電子）へ入力

国
• 電子指示書システムの利用状
況や集計結果の閲覧、確認

※個票は確認しない

：新業務
：従来業務

紙指示書の
集計、分析等

出荷時の
投薬記録に活用 等

紙指示書の
送付

要指示
医薬品

①

②

②

③
④

※丸数字は指示書の送付の
流れを示している。
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